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＜病棟連絡事項＞
・2/7（金）23号室、2/8（土）26号室でカーペットの貼り替えを行います。9:00以降で作業を開始するため、それまでにベッドやチェストを体育館へ移動しましょう。
・昨日より面会制限が解除となっています。退院に関する面会で延期しているものは調整していきましょう。
・インフルエンザワクチンの在庫ないことから今期の受付は終了しました。
・アルコール依存症治療プログラムを入院したあとに導入となるケースについて熊谷Nsから連絡があります。各自確認してください。
・病院意見箱・虐待防止委員会の意見箱の用紙を書類の引き出しへ保管しています。必要時は補充をお願いします。
＜患者様連絡事項＞
・宮本　久美子様～八戸市立市民病院婦人科受診のためスタッフ同伴で外出しています。
・奥沢　陽子様～14:00モニター面会の予定となっています。

・中里　慶子様～青山荘の体験利用の調整を依頼しています。
・畑中　勉様～青山荘の体験利用の調整を依頼しています。
・高橋　サヱ様～後見人などの関係者との顔合わせについて、2/17（月）14:00で再調整しています。
・小林　司様～退院日の再調整についてGHへ連絡しています。お返事の際に外来日の希望も再度確認していきましょう。

・藪　真弓様～本日退院請求の面談を予定しています。主治医より今回の面談結果から自身の思い通りにならず危険行為に発展する場合は東病棟へ転出可となっています。また、御家族より後見人制度の申し込みについて確認あり、PSWより再度説明して頂くこととしています。
・羽瀬　真智子様～牛乳からヨーグルトへ食事変更しています。
・小林　司様～変わりごはん優先に変更しています。
・坂田　輝様～早出しメンバーに追加しています。
＜要注目患者様ケース検討＞

・竹林　幹彦様～服薬忘れ目立ち都度声掛けを要しています。手足がザラザラすると訴えあり、現在の歩行状態から転倒に注意するよう本人へも伝えています。体操へは1回のみの参加となっており活動性の低下も見られています。日課・作業などは声掛けや誘導をしていきましょう。
・豊田　建世様～時折立ち上がりや歩行して来詰することありますが転倒なく経過しています。要求が通るまで繰り返し訴えてくる事がありますが不穏とならずにいます。ADL維持を目的とした関わりを継続していきましょう。
・伊藤　正明様～環境変化に適応できず落ち着かないことから頓服薬使用しています。使用頻度を観察し、適宜主治医へ情報提供していきましょう。
＜村上Dr.患者様診察情報＞
・高橋　サヱ様～診察時は不調訴えなし。内服変更なく継続処方となる。また、退院支援の現状の進捗状況について確認するようにと指示あり。
・藤井　理代様～診察時は、不機嫌そうな態度で入室するも主治医からの問いには笑顔で落ち着いて話されている。副作用のアカシジア症状は現在見られていないが、何か身体症状に変化があった場合教えて下さいと説明受けている。また、以前携帯電話の使用希望があったが現在要求ない為、再度使用希望があったら主治医へ確認していく事となった。
＜金Dr.患者様診察情報＞
・本田　未来様～診察では生理前フラッシュバックやイライラがあったが頓服で持ち直す事出来た事話している。2/25面談で今後の事家族様と相談予定だが、本人としてはどうしたいか自分の事は自分で決める様説明受けるも「自宅か施設かどうしたらいいのか自分で決められなくて。」と返答。主治医が自宅退院し、就労に通う、GHに退院する等色々提案するも自身では決められない様子。次の診察までにどうするか返答するよう説明受けている。また、将来を具体的にイメージするよう助言あり。臨時薬継続処方、不安時セパゾン（2）10回分処方。主治医面談2/25　16：00で主治医了承。
・馬場　日出子様～主治医より、今後みちのく記念病院転院で進めていくと報告あり。診察では本人様に現状何も変化がない為、転院の方向で進める事説明している。本人は現状受け入れられていない様子。家族面談組むよう指示あり。月・木の午後で面談設定するようにとの事。（2/24は主治医不在）
・田名部　幸子様～内服は継続処方。不安時の頓服処方希望本人あったが主治医より処方はしないと返答あり。主治医より今後みちのく記念病院転院で進めていく予定と話あり。家族面談主治医に確認していく。本人様へはまだ、転院については話ししていない為、次回診察時に説明して頂くよう依頼していく予定。

・藪　真弓様～本日裁判所聞き取りある事、生理開始した事、同時期に吐血訴え続いていたが経血様であったこと、自排尿あったが、依存的言動あること幻聴不眠訴え頓服使用していること情報提供。診察では演技して問題行動起こすようであれば東病棟での管理となる事説明している。内服継続処方。不眠時フルニトラゼパム、疼痛時カロナール処方。
・沼山　真紀子様～食事は拒食～数口で経過しているも体重は44ｋｇキープ出来ている事、自身を振り返る為にクライシスプラン検討していること父の病名大腸ポリープと返答あった事、2/16外出希望あった事情報提供。診察ではＧＨに手紙を出したいと訴えあるも退所し時間も経過している事からあまりおすすめは出来ないと説明受けている。2/16外出については感染状況も考慮した上で許可あり。内服は継続処方。
＜作業療法参加状況確認＞
・羽瀬　真智子様～環境が変わるとパニックになると表情硬くし訴えてくることがある。一つ一つ丁寧に確認、対処法を伝えていく。体力が落ちたと自覚した発言あり、ラジオ体操にも参加している。人混みが苦手でトイレも我慢することがある、眠れない時もあるって話している。
・小林　司様～ウォーキングや体操には参加するも臥床する時間が長い。集中力や体力が低下しないようベッド上に座って過ごすよう伝えられている。退院後の就労も意識して過ごせるよう伝えている。
・伊藤　正明様～所在確認と使用物品の確認をしている。オリ時は表情穏やかに応じている。入院生活において暇な時間はなく、余暇は差し入れの折り紙を用いて千羽鶴を折って過ごしている。体操参加時に階段や運動器具に座っていることあり声掛けしている。
・高橋　サヱ様～T字杖で歩行も可能となっている。リハビリパンツへの変更も検討しているが、本人は歩いた事もトイレに行きたいとも言っていないと意欲はない。
＜業務改善検討＞
・売店利用額が決められている患者様のリストを作成し利用するのはどうか。
　→誰がリストの更新をするのか、残高の把握はどうするのか。
＜勉強会＞
・訪問看護導入に関するアセスメント：金谷JGM
　資料はWIZメールを参照して下さい。
